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兵 

庫 

県 

版 

 

   《 ８月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              

  ○ ９月２９日(土)美しい憲法を作る兵県民の会大会16:00～18：00（講師：伊藤哲夫先生） 

  ○１０月２１日(日)全国戦没学徒追悼祭（淡路） 

  ○１１月２５日(日)三島忌（時間未定,場所未定） 

  ○１２月 ９日（日）神戸支部総会（講師：東郷宏重先生（元海上自衛隊（一佐），東郷平八郎元
帥曾孫），会場：未定） 

  未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 

 

《
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る

兵
庫
県
民
の
会 
活
動
方
針
）
》 

 

活
動
方
針
の
み
抜
粋
し
、
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。 

一
、
国
会
発
議
の
優
先
項
目
と
し
て
、

次
の
二
項
目
に
関
す
る
憲
法
改
正
原
案

を
と
り
ま
と
め
、
年
内
の
発
議
を
目
指

し
て
国
会
に
提
出
出
来
る
よ
う
、
各

党
・
国
会
議
員
に
要
望
す
る
。 

①
国
民
の
九
割
が
支
持
す
る
「
自
衛

隊
」
の
規
模
規
定
を
憲
法
に
明
記
す

る
。 

 
 

②
大
規
模
災
害
に
際
し
、
国
民
の
生
命

と
安
全
を
守
る
緊
急
事
態
条
項
を
憲
法

に
新
設
す
る
。 

「
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
」
や
「
首
都
直

下
大
地
震
」
の
発
生
が
、
三
十
年
以
内

に
七
十
％
の
確
率
で
想
定
さ
れ
て
い
る

中
で
、
大
規
模
災
害
か
ら
国
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
為
に
、
ま
た
国
際
テ
ロ

や
感
染
症
大
流
行
等
か
ら
国
民
を
守
る

為
に
、
憲
法
に
緊
急
事
態
条
項
の 

新

設
を
提
唱
し
、
大
災
害
に
強
い
国
づ
く

り
を
啓
発
す
る
。 

二
、
県
下
の
衆
参
選
挙
区
・
市
町
村
に

「
議
員
」
と
「
民
間
」
が
連
携
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
国
民
投
票
連
絡
会

議
）
を
形
成
し
、
幅
広
い
啓
発
活
動
を

推
進
し
、
来
た
る
べ
き
公
民
投
票
に
お

け
る
過
半
数
の
賛
成
投
票
の
実
現
を
め

ざ
す
。 

①
県
下
の
衆
参
選
挙
区
・
市
町
村
に
お

い
て
「
議
員
」
と
「
民
間
」
が
連
携
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
国
民
投
票
連
絡
会

議
）
を
形
成
す
る
。 

②
国
衆
参
選
挙
区
・
市
町
村
や
各
団
体

に
お
い
て
憲
法
研
修
会
を
積
極
的
に
開

催
し
、
憲
法
改
正
に
関
す
る
国
民
的
論

議
を
活
性
化
す
る
。
そ
の
た
め
以
下
の

草
の
根
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。
民
の

九
割
が
支
持
す
る
。 

(

ア)

自
衛
隊
の
活
動
を
紹
介
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
と
自
衛

隊
」
の
上
映
・
普
及
運
動
を
県
か
の

各
種
集
会
に
お
い
て
展
開
す
る
。 

(

イ)
 

県
啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

「
あ
り
が
と
う
自
衛
隊
」
の
配
布
・

掲
示
運
動
を
全
国
で
展
開
す
る
。 

(

ウ)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
の

「
改
憲
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
活
用
し
た

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
を
行
う
。 

(

エ)

県
幅
広
い
国
民
の
理
解
を
促
進
す

る
た
め
、
特
に
女
性
や
青
年
を
対
象
と

し
た
啓
発 

活
動
を
県
下
で
推
進
す

る
。  

 

《
皇
太
子
殿
下
妃
殿
下
御
来
県

奉
迎
活
動
に
参
加
し
て
》 

前
号
に
引
き
続
き
、
大
阪
国
際
空
港

で
の
奉
迎
風
景
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

本
年
は
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
が

第
一
〇
〇
回
の
記
念
大
会
を
向
か
え
、

開
会
式
に
皇
太
子
殿
下
同
妃
殿
下
の
御

臨
席
を
仰
ぐ
と
の
こ
と
、
ま
た
そ
の
他

を
訪
問
の
ご
予
定
で
去
る
八
月
四
日
・

五
日
の
両
日
に
わ
た
り
御
来
県
の
運
び 



と
な
り
、
御
行
程
が
大
阪
国
際
空
港

を
御
利
用
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
大
阪

国
際
空
港
で
の
奉
迎
活
動
を
我
々
阪

神
北
支
部
で
受
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
何
分
に
も
少
人
数
の
支
部
ゆ
え

に
心
配
も
有
っ
た
が
前
例
も
有
り
お

受
け
す
る
事
と
し
た
。 

 

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
改
装
中

と
の
情
報
で
、
事
前
に
下
見
だ
け
は

済
ま
せ
た
が
準
備
も
行
届
か
ず
不
安

の
ま
ま
に
そ
の
日
を
迎
え
た
。 

両
日
共
に
今
夏
の
猛
暑
日
そ
の
も

の
で
、
参
加
者
の
体
調
も
気
懸
か
り

で
空
港
ロ
ビ
ー
を
集
合
場
所
と
定
め

て
は
い
た
が
不
安
が
よ
ぎ
る
。
実
際

に
は
奉
迎
場
所
は
元
リ
ム
ジ
ン
バ
ス

の
乗
り
場
で
覆
い
屋
根
が
あ
り
ま
た

風
の
通
り
も
多
少
有
り
思
わ
ず
ほ
っ

と
し
た
。
集
合
時
間
を
す
ぎ
確
認
す

る
と
四
日
は
支
部
会
員
三
名
、
神
戸

か
ら
一
名
、
五

日
は
支
部
会
員

と
そ
の
家
族
で

六
名
、
や
は
り

神
戸
か
ら
一
名

の
顔
ぶ
れ
で
、

手
分
け
し
て
待

合
せ
客
や
通
行

客
に
日
の
丸
の

小
旗
を
差
出
な

が
ら
両
殿
下
の

お
成
り
の
旨
を
告
げ
、
奉
迎
に
参
加

し
て
戴
く
様
ふ
れ
て
ま
わ
る
。 

来
春
新
帝
と
し
て
御
即
位
な
さ
る

こ
と
、
雅
子
妃
殿
下
が
御
同
行
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
人
々

が
手
を
差
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う

に
思
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

雅
子
妃
殿
下
が
と
て
も
御
健
や
か

そ
う
な
笑
顔
で
も
っ
て
御
手
振
っ
て

頂
く
様
に
参
加
者
一
同
「
万
歳
」
の

声
と
共
に
両
殿
下
の
御
来
県
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
事
が
出
来
た
よ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

参
加
人
数
に
つ
い
て
は
、
四
日
が
約

五
十
名
、
五
日
が
約
百
名
。 

 

（
阪
神
北
支
部 

浅
野
・
金
岡
） 

《
英
霊
感
謝
の
集
ひ
》 

終
戦
記
念
日
祭
を
前
に
し
て
、
山

の
日
の
晴
天
の
祝
日
、
神
戸
護
国
神

社
に
て
、
英
霊
感
謝
の
集
ひ
が
昨
年

に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
。 

会
に
先
立
ち
、
早
朝
に
一
〇
名
程
で

境
内
の
清
掃
奉
仕
を
行
っ
た
、 

そ
の
後
正
式
参
拝
を
執
り
行
い
、

「
海
ゆ
か
ば
」
を
各
々
思
い
思
い
に

斉
唱
。 

今
回
の
講
師
は
深
江
塾
の
森
口
健
一

氏
。
企
業
を
退
職
後
、
お
住
ま
い
の

地
域
の
近
現
代
史
の
研
究
、
伝
承
、

著
述
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。
氏
は
冒
頭
に
「
暮
れ
て

な
お
命
の
か
ぎ
り
蝉
し
ぐ
れ
」
の
中

曽
根
元
総
理
の
俳
句
に
ご
自
身
の
思

い
を
重
ね
ら
れ
た
。
地
元
の
埋
め
ら

れ
て
い
た
忠
魂
碑
、
殉
国
の
英
霊
に

捧
げ
ま
す
碑
、
空
襲
犠
牲
者
慰
霊
の

碑
、
の
写
真
を
用
意
さ
れ
、
碑
文
も

読
ま
れ
な
が
ら
由
来
を
説
明
さ
れ

た
。
慰
霊
祭
と
招
魂
祭
の
違
い
、
学

校
で
話
を
し
た
生
徒
た
ち
の
反
応
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
激
戦
地
の
後
に
一
面

に
咲
い
た
ポ
ピ
ー
の
赤
い
花
の
話
。

江
藤
淳
に
よ
る
一
連
の
消
さ
れ
た
記

憶
、
言
葉
の
話
。
三
島
由
紀
夫
氏
の

「
英
靈
の
聲
」
の
一
節
か
ら
天
皇
の

ご
本
質
に
ま
で
話
は
及
び
、
最
後
に

日
本
再
生
・
憲
法
の
話
に
進
ま
れ

た
。 

 
 

（
神
戸
支
部 

市
橋
） 
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《
神
戸
支
部
総
会
（
予
告
）
》 

日
時
：
平
成
三
〇
年
一
二
月
九
日(

日) 
 

一
四
時
〇
〇
分 

第
一
部 

総
会 

一
五
時
〇
〇
分 

第
二
部 

特
別
講
演 

一
七
時
〇
〇
分 

第
三
部 

懇
親
会 

場
所
：
長
田
神
社
会
館(

阪
神
電
鉄 

神
戸

高
速
線
「
高
速
長
田
駅
」
徒
歩
一
〇
分
） 

  

特
別
講
演
講
師 

東
郷
宏
重
先
生 

 

元
海
上
自
衛
官
（
一
佐
）
、
東
郷
平
八

郎
元
帥
曾
孫
、
神
奈
川
県
在
住
、
五
九
歳 

 

演
題
『
明
治
一
五
〇
年 

国
を
守
る
気
概 

』 

会
費
： 

  

特
別
講
演
の
み 

 
  

一
、
〇
〇
〇
円 

  

特
別
講
演
と
懇
親
会 

五
、
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 
 

当
日
会
場
に
て
受
付 


